
成果 課題

９月 ２月 評価 コメント 評価 評価 コメント 評価 コメント

・学校図書館の利用

を、意図的・計画的

に行い、探究的な学

習ができるようにす

る。

・蔵書管理システム

が導入されることか

ら、探究的な学習が

しやすい環境を整え

る。

毎週の利用予

定を作成し、

全学級が定期

的に利用でき

るようにしてい

く。

探究的な学習

を全学年、学

期に２回行

う。

「中間」
学校関係者評価(A～D)

学校の組織的な対

応による取組の実

施・改善・充実

・校内研究を全教科

とし、「主体的・対

話的な深い学び」を

を校内で共有し、全

員が授業を行う

・ＩＣＴを授業内で

効果的に活用し、思

考力判断力表現力を

養う。

・学力向上委員会で

江戸川っ子study 

weekの在り方の検

討をし、家庭での学

習習慣を身に付け

る。

・課題を把握

し、計画を立

て取り組み、

振り返りを行

える授業を１

００％ にす

る。

・授業内での

ICTの活用の見

直しを８０％

行う。

・江戸川っ子

studyweekを児

童全員が取り

組む。

〇読書科の更なる

充実

「年度末」
学校関係者評価（A～D） 次年度に向けた

改善案
コメント

学
力
の
向
上

「年度末」
自己（学校）評価（A～D）

「中間」
自己（学校）評価(A～D)

令和7年度　江戸川区立松江小学校　学校関係者評価報告書（学校経営計画・学校関係者評価シート）

学校教育目標 「かがやき」　力いっぱい笑顔いっぱい松江の子
目指す学校像
目指す生徒像
目指す教師像

目指す学校像　・あなたもわたしも大切な一人を目指した学校
目指す児童像　・まなぶ子・つよい子・えがお
目指す教師像　・児童にとって必要な教育を目指す教師

前年度までの本校の
現状

○問題解決学習や探究的な学習を基盤にした授業改善　　〇体育の授業力向上と児童の体力向上
へ向けた取組の強化　
　

○基礎・基本の定着や更なる学力向上　　〇松江スタンダードを基にした指導の徹底

重点 取組項目 具体的な取組内容 数値目標
達成度



共
生
社
会
の

実
現
に
向
け
た

教
育
の
推
進

・月に1回、特別支

援教育委員会を行

い、情報共有を図

る。また、ユニバー

サルデザインを取り

入れ、教室環境を整

える。

・エンカレッジルー

ムの活用表を作成

し、計画的な活用を

目指すとともに、特

別支援コーディネー

ターのリーダーシッ

プで効果的に活用す

る。

・特別支援コーディ

ネーターを中心に副

籍交流や交流及び共

同学習の充実を図

る。

・年１回、教

員がわかば学

級で研修を行

い、配慮の必

要な児童への

対応の仕方を

学ぶ。

・エンカレッ

ジルームを活

用し、配慮の

必要な児童の

安心できる居

場所を確保す

る。

・年に１度、

副籍交流や交

流及び共同学

習を行う。

共生社会の実現に

向けた教育の推進

体力低下に歯止めを

掛けられるように、

休み時間の外遊びを

充実させる。

「江戸川っ子なわと

びチャレンジウイー

ク」を通して縄跳び

に親しむ。また、マ

ラソン、生活リズム

向上週間,オリパラ

掲示板の充実を図

る。

・運動意欲の向上

や健康の推進に向

けた取組の実施・

改善・充実

体力調査にお

いて江戸川区

の平均値を上

回る。体力向

上に向けた取

組年間３回の

実施を目指

す。

マラソン・な

わとび年間各4

週間実施して体

力向上を図

る。

体
力
の
向
上



共
生
社
会
の

実
現
に
向
け
た

教
育
の
推
進

・月に1回、特別支

援教育委員会を行

い、情報共有を図

る。また、ユニバー

サルデザインを取り

入れ、教室環境を整

える。

・エンカレッジルー

ムの活用表を作成

し、計画的な活用を

目指すとともに、特

別支援コーディネー

ターのリーダーシッ

プで効果的に活用す

る。

・特別支援コーディ

ネーターを中心に副

籍交流や交流及び共

同学習の充実を図

る。

・年１回、教

員がわかば学

級で研修を行

い、配慮の必

要な児童への

対応の仕方を

学ぶ。

・エンカレッ

ジルームを活

用し、配慮の

必要な児童の

安心できる居

場所を確保す

る。

・年に１度、

副籍交流や交

流及び共同学

習を行う。

共生社会の実現に

向けた教育の推進



不
登
校
・
い
じ
め
対
応
の
充
実

・全学年、アンケー

ト　全員面接を実施

する。

・登校に不安のある

児童を関係諸機関に

全員つなげる。

・必要に応じてケー

ス会議を設ける。

・担任やＳＣ

によるアン

ケート、面接

を7月に児童

100パーセント

行う。

・いじめ防止

対策委員会を

毎月行う。

・毎週金曜日

に全職員での

共有を図る。

子どもたちの健全

育成

地
域
社
会
に

開
か
れ
た

学
校
（

園
）

の
実
現

教育活動の改善・

充実に向けた学校

関係者評価の実

施・改善

・家庭、地域にＨ

Ｐ、学校だより等を

活用して、教育活動

を発信する。

・学校公開の周知、

徹底を行い、教育活

動を伝える機会とす

る。

・ＨＰは各学

年週に1回。学

校だよりは月

に1回、家庭や

地域に向けて

発信する。

・年3回学校公

開を行い、全

家庭の参観を

目指す。



特
色
あ
る

教
育
の
展
開

防災教育の推進 ・東日本大震災につ

いて語り継ぐととも

に、犠牲になられた

方への哀悼の意を表

する機会を設定す

る。

・6年生で「防災プ

ロジェクト」を行

い、地域の防災訓練

と連携を図る。

・東日本大震

災発災日であ

る３月１１日

には「３．１

１集会」を実

施する。

・11月8日に防

災訓練を行

う。


